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三浦半島南西部沿岸域の魚類－III
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はじめに 先を調査した。調査はこれまでの方法に準じて行った

著者らは，相模湾の魚類相を明らかにすることを目 が（工藤他 1992），これに加えて城ケ島の水産試験場

的として，城ケ島を中心とした三浦半島南西部沿岸域 地先においてひと月に 1回の灯火採集を行っている。

で，主にスノ ーケリングによる魚類の目視観察調査を これは， 500Wの水中灯を夜間に2時間点灯し，集まっ

行っている。本報では，前報に引き続き行っている調 た動物をすくい採る ものである。この方法による採集

査によって新たに確認された10種と，前々 回の報告で 結果は他の機会に報告するが， これまでの我々の調査

誤同定のあった l種について追加報告する。 によって確認されていない魚種についてのみ今回報告

する。

調査方法

今回は，これまでの採集地に加えて横須賀市長井地
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図l, 今回報告する魚が採集された地点
0：従来からの採集地点，
実 今回追加した採集地点

結果

百録で使用した種の番号 （354～362）は，前報 （工

藤他，1992）で記録した最後の番号 (353）に追録し，

標本の一部は横須賀市自然博物館魚類資料（YCM-

P）として登録保管した。本報告の標本に関する記述

は，種ごとに採集日，採集場所，採集方法，Eま録番号，

丸括弧内に個体数および標本長範囲（SL：標準体長，

またはTL：全長）の順に記した。

(125）ムスジコショウダイ

Plectorhinchus orientαlis 

1990年10月20日，浜諸磯地先水深7mの岩礁帯から

スキューパ潜水により採集された。 YCM-P28746 

Cl, 59, 5mmSL）図2-1。
標本個体は， 工藤・阿部 （1991）で 125アジアコショ

ウダイとして報告したが，本種として再同定された。

コショウダイ属魚類のうち，成魚が暗色縦帯をもっグ

ループは，成長に伴う斑紋変化が激し く，学名・和名

ともに混乱していたが，瀬能 ・島田 (1991〕により本

種を含む3種の稚魚期から成魚期にかけての斑紋変化

が明らかにされ，分類学的整理がなされた。本種の体

長30～90mmのステージは，アジアコショウダイ P, 
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pie usに類似するが，胸鰭が黒い（淡色），尾鰭上後 本種，i，琉球列島等の珊瑚礁域を除く南日本に分布

縁に黒色帯があり，後縁に白色部があること （尾鰭全 する。相模湾周辺では，伊豆半島東岸や伊豆大島北部

体が黒色で，上後縁から後縁にかけて白色），各黒色 の水深30～50m以深の岩礁域に周年定住していると考

部の縁は樟色であること〔縁どりがない）などの特徴 えられるが（伊豆海洋アカデミ一 瀬能宏博士，グ

により区別できる（瀬能・島田，1991）。 ローパルスポーツクラブ，西谷香奈氏私信），やや深

354イセゴイ Megαlops cyprinoides く潮通しが良い岩礁に生息しているため，漁業によっ

1992年 8月24日，水産試験場地先の灯火採集によっ て漁獲されることはまれで，スキューパダイビングに

て得られた。 Cl,32.0rnrnTL）図2-2。 よって目視観察されている。三浦半島沿岸域では，本

標本個体は，次のスズノ、モと同日に灯火採集によっ 種の生息水深帯と考えられる水深30mを越える大深度

て採集されたレプトセフアルス幼生でtあるが，尾鰭が の潜水調査が行われていないため，分布が確認されて

大きく叉入すること，轡鰭の始部が背鰭のほぼ中央に いなかった。標本個体は背鰭第3聴が糸状に伸長しで

あることなどからイセゴイと同定した。 おり，生時体色は体の前半部が赤く，後半部が桃色で

355スズハモ Murαenesox bαgio あるなどの雄の特徴が現れていた。

1992年 8月24日，水産試験場地先の灯火採集によっ 359オオグチイシチビキ Aphαreus rutilαm 

て得られた。 Cl,59. OrnrnTL〕図2-3。 1992年 8月27日，ナガハナダイとともに三浦市諸

標本個体は，背鰭始部が｛本の前方にあること，体正 磯沖水深20mからサビキ釣りで採集。 YCM-P27121

中線上の筋隔にみられる黒色素胞などからハモ属のレ (3,84. 7～93.0rnrnSL）図3-1。

プトセフアルス幼生で，同属のハモとは筋節数が少な 本種は南日本に分布し，水深 lOOm以深から釣獲さ

いことから識別した。 れるとされている。相模湾周辺においては，諸磯定置

356ホシノエソ Synodus hoshinonis 網で体長 261rnmの未成魚が漁獲されており（山田，

1992年 3月 4日，城ケ島東沖の水深40mから刺網 1991），幼魚・未成魚の生息水深は比較的浅いと考え

で採集。 YCM-P27249(1,216.0mmSL）図2-4。 られる。

本種は南日本に分布し，相模湾周辺では伊豆半島東岸 360アオタナゴ Ditre1ηα viride

や伊豆大島北部の水深5～20mの岩礁やその周辺の砂 1992年 8月13日，小網代湾奥部のアマモ場水深2m。

地に生息しているが，神奈川県沿岸からの採集記録は 約 150rnrnTL。

ない。標本個体は鯨蓋上部に l黒色斑があること，側 本種は青森県以南の日本各地に分布する。 三浦半島

線鱗数が55であることなどからホシノエソと同定した。 周辺では， 東京湾側に広く分布し，相模湾側では小田

357イトヒキヨウジ Trαchyrhαmphus longiro 和湾をはじめとする小湾のアマモ場に不連続に分布す

storis ると考えられる。三浦半島沿岸においては比較的普通

1991年11月26日，水産試験場地先の灯火採集によっ の種でありながら従来の魚類相調査では記録されてお

て得られた。 YCM-P28692 ( 1 , 68 OrnmTL）図2ー らず，近縁種ウミタナゴ Dtemminckiと混同され

5 0 ているものと思われる。

本種のわが国からの採集報告は少ないが， DAWSON 361ルリスズメダイ Chrysipterαcyαneα 

et al (1978）によって相模湾から 3個体の採集報告 1992年11月14日，横須賀市長井，新宿の港の岸壁水

がある。永津 (1990）によって日本海側の島根～山口 深lmから採集。 YCM-P27231 ( 1, 46.6rnrnTL）図

県沖からも2個体の採集報告があるがいずれも尾部に 3 -2。

特徴的な糸状突起を持つ稚魚であった。標本個体も顕 本種は，和歌山県以南の南日本に分布するとされて

著な糸状突起の伸長がみられる稚魚であり，分布の中 おり，相模湾からは初記録である。この個体は10月中

心と見られる熱帯～亜熱帯の海域からの黒潮による輸 旬に発見されて以来，約1ヶ月にわたって岸壁に関い

送があったものと恩われる。 た狭い穴に定着していた。標本個体は背鰭軟条後半部

358ナガハナダイ Pseudanthiαs elongαtus 基底に趨孔大の黒色班を有しているが，この黒色班は

1992年 8月27日，三浦市諸磯沖の水深20mからサ 雌に多くでる特徴である（ALLEN,1975）。

ビキ釣りで採集。 YCM P27122 ( 1, 97.4mrnSL) 362クラゲウオ Psenes arα:furensis 

図2-6 0 1992年 6月25日，水産試験場地先の灯火採集によっ
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図2 1 ムスジコショウダイ f'lector/J1》c/Jus orientalis. Y CM  -P 28746.体長59.5m血

2 イセゴイ J'egalops のうorinoides，全長32.Omm. 

3 スズハモ ルTaenesox bag1’o，全長59.Omm. 

4 ホシノエソ Synodus /Jos/Jino.刀•is. Y CM  -P 27249.体長216.0皿

5 イトヒキヨウジ Trac/Jyr/Jamp/Jus Jongirostoris. Y CM  -P 28692，全長68.0皿m.

6 ナガノ、ナダイ f'seua加 t/Jias elongatus. Y CM -P 28746.体長97.4皿皿．
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図3 1 オオグチイシチビキ Ap/Jareus ruti/a.βs; Y CM P 27121，体長84.7m田．

2 ルリスズメ夕、イ C/Jrysiptera cyanea, Y CM P 27231，体長46.6皿m.

3 クラゲウオ l'senes arafurensis，全長78.0阻皿

4 ダンゴウオ let/JotreJJJus a!l'ae，全長15.Omm. 



て得られた。（ 1 , 78 OmmTL）図3 3。

標本個体は灯火採集によって採集されたが，この時

期に採集地周辺にはミズクラゲ，アマクサクラゲの来

遊があり，それに付随してきたと考えられる。本種の

関東沿岸からの採集報告は少なく，小網代からの 1例

が知られている（京急油壷マリンパーク，山田和彦氏

私信）。

363ダンゴウオ Lethotremusαωαe 

1992年 6月25日，水産試験場地先の灯火採集によっ

て得られた。（ 1, 15.0mmTL）図3 4 0 

益田他 (1988〕によると，本種の太平洋岸の分布は

静岡県下回から千葉県小湊とあるが，前出の山田氏に

よると岩手県沿岸でも本種の生息が確認されている。
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